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『
日
本
霊
異
記
』
の
冥
界
説
話
に
は
、
「
金
の
宮
」
「
金
の
楼
閣
」
「
黄
金

の
宮
」
な
ど
、
絢
燗
な
イ
メ
ー
ジ
の
建
造
物
が
描
か
れ
、
一
方
、
「
閻
羅

み
か
ど

王
の
閾
」
「
閻
羅
王
の
宮
」
と
い
っ
た
地
獄
を
連
想
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
の
形
成
に
は
、
漢
訳
仏
典
や
中
国
の
志
怪
小
説
、
霊
験
記

な
ど
、
中
国
大
陸
伝
来
の
典
籍
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
々

の
要
素
を
検
討
し
て
い
く
と
、
古
代
〈
日
本
〉
な
り
の
特
色
が
見
え
て
く
る
。

〈
冥
界
〉
に
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
、
漢
訳
仏
典
の
世
界
で
〈
地
獄
〉
・
〈
極

楽
〉
と
呼
ば
れ
る
世
界
が
あ
る
。
〈
地
獄
〉
は
生
前
に
悪
事
を
成
し
た
者

が
落
ち
る
所
で
、
〈
極
楽
〉
は
生
前
に
善
行
を
成
し
た
者
の
行
く
所
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
辞
書
的
な
説
明
や
概

説
的
な
理
解
の
枠
で
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
〈
地
獄
〉
・
〈
極
楽
〉
に

至
る
過
程
も
重
要
で
あ
り
、
冥
界
の
建
造
物
の
問
題
も
、
「
何
が
描
か
れ

て
い
る
か
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
何
が
描
か
れ
て
い
な
い
か
」
ま
で
を
含

め
た
検
討
・
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

冥
界
の
王
宮

｜
｜
、
「
日
本
霊
異
記
』
の
〈
冥
界
〉
と
建
造
物

一
、
は
じ
め
に

ト
ポ
ス

特
集
・
古
代
文
学
と
場
所

ｌ
『
日
本
霊
異
記
」
の
説
話
か
ら
Ｉ

ａ
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
〈
地
獄
〉
の
王

「
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
冥
界
説
話
は
、
説
話
の
登
場
人
物
が
い
っ

た
ん
死
ん
で
、
蘇
生
し
、
冥
界
で
見
聞
を
語
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
も

の
が
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
重
複
は

避
け
る
が
、
後
世
の
文
献
含
往
生
要
集
」
な
ど
）
と
比
較
し
て
、
地
獄

と
極
楽
が
未
分
明
だ
と
い
う
指
摘
は
多
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
仏

教
伝
来
以
前
の
日
本
神
話
の
世
界
観
の
残
津
、
と
い
う
よ
う
な
論
旨
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（１）

こ
こ
で
は
冥
界
の
「
王
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
一
般
的
に
、
「
閻
魔
」

（

２

）

（

３

）

に
は
「
地
獄
の
王
」
、
「
地
獄
の
主
神
」
と
い
っ
た
認
識
が
あ
る
が
、
『
日

本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
十
三
縁
で
は
、
冥
界
の
「
王
」
は
平
坦
な
道
を
指

し
示
し
、
連
れ
て
行
か
れ
る
と
「
地
獄
」
だ
っ
た
と
あ
る
。
そ
こ
で
は

ち
ま
た

（
４
）
（
５
）

「
衝
の
中
に
王
い
ま
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
冥
界
の
「
王
」
は
地
獄
に

は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
下
巻
第
三
十
五
縁
で
は
、
い
っ
た
ん
冥
界
に
行
っ
た
人
物
が
、
「
淡

魔
の
国
」
か
ら
帰
還
す
る
途
中
で
「
釡
の
如
き
地
獄
」
を
見
る
、
と
い
う

描
写
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
淡
魔
の
国
」
は
「
地
獄
」
で
は
な
い
、

山
口
敦
史

建
築
物
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と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
別
に
「
黄
泉
」
と
い
う
名
称
も
登
場
し
、

冥
界
一
般
の
総
称
が
「
黄
泉
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

下
巻
第
三
十
七
縁
で
は
、
「
閻
羅
王
の
閾
」
か
ら
見
え
な
い
箇
所
で
、

打
た
れ
て
い
る
人
の
う
め
き
声
が
聞
こ
え
る
、
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
罰
を
受
け
て
い
る
人
は
、
閻
羅
王
の
居
所
か
ら
は
遠
く
離

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
閻
羅
王
」
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
中
巻
第
十
九
縁
で
は
、
「
閻
羅
王
」

は
優
婆
夷
の
読
経
に
涙
を
流
し
て
感
謝
・
礼
拝
す
る
、
な
ど
の
記
述
が
あ

り
、
〈
閻
羅
王
Ⅱ
地
獄
の
王
〉
と
い
う
図
式
と
も
ど
も
、
冥
界
の
在
り
よ

う
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

冥
界
の
「
王
」
の
居
所
に
つ
い
て
は
、
「
閻
羅
王
の
閾
」
（
中
十
九
、
下

二
十
四
、
下
二
十
六
、
下
三
十
六
、
下
三
十
七
）
、
「
閻
羅
の
閾
」
（
中

五
、
中
七
）
、
「
閻
羅
王
の
所
」
（
中
十
九
）
、
「
閻
羅
王
の
宮
の
内
」
（
下

三
十
六
）
、
「
淡
魔
の
国
」
（
下
三
十
五
）
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
中

巻
第
五
縁
で
は
、
「
楼
閣
の
宮
」
に
閻
羅
王
が
い
る
、
と
い
う
設
定
に
な
っ

て
い
る
。
中
巻
第
十
九
で
は
、
「
王
宮
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
下
巻
第

二
十
二
縁
で
は
、
冥
界
に
は
「
河
」
「
椅
」
、
そ
し
て
「
黄
金
の
宮
」
が
あ

り
、
「
そ
の
宮
に
王
い
ま
せ
り
」
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
「
黄
金
の

宮
」
「
金
の
宮
」
「
金
の
楼
閣
」
と
い
っ
た
形
容
は
、
上
巻
第
三
十
縁
、
中

巻
第
七
縁
、
中
巻
第
十
六
縁
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
金
の
宮
」
は

行
基
の
よ
う
な
聖
人
が
住
む
所
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
冥
界
の（６）

処
刑
所
（
「
地
獄
」
的
な
性
格
を
持
つ
）
と
近
接
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
日
本
霊
異
記
』
に

頻
出
す
る
「
金
の
宮
」
「
金
の
楼
閣
」
な
ど
の
描
写
を
も
っ
て
〈
極
楽
浄
土
〉

と
見
な
す
こ
と
は
難
し
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ｂ
、
「
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
〈
極
楽
浄
土
〉

「
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
浄
土
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

上
巻
第
三
十
縁
は
、
膳
臣
広
国
が
蘇
生
後
、
冥
界
の
様
子
を
語
る
内
容

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
「
経
を
読
ま
し
む
る
者
は
、
東
方
の
金
の
宮
に
住

み
、
後
に
は
願
ひ
に
随
ひ
て
天
に
生
れ
む
。
仏
菩
薩
を
造
る
者
は
、
西
方

元
量
寿
浄
土
に
生
れ
む
。
放
生
す
る
者
は
、
北
方
光
量
浄
土
に
生
れ
む
・
」

と
い
う
よ
う
に
、
冥
界
の
善
行
に
応
じ
て
上
層
に
住
ま
う
こ
と
が
で
き
る

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
出
雲
路
修
氏
が
「
善
を
お
こ
な
っ
た
者
の

生
ま
れ
る
処
が
、
建
造
物
の
か
た
ち
で
、
同
じ
ひ
と
つ
の
冥
界
の
中
に
刑

罰
を
受
け
る
処
に
近
接
し
て
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
が
生
天
の
た
め
の

修
行
施
設
の
ご
と
く
叙
述
さ
れ
る
例
」
と
し
て
、
「
弁
正
論
』
（
大
正
蔵

五
十
二
、
五
三
八
ａ
）
・
『
法
苑
珠
林
』
（
大
正
蔵
五
十
四
、
九
五
八
ａ
）
所

（６）

収
の
説
話
を
挙
げ
て
い
る
。
重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
『
霊
異
記
」
で
は

そ
れ
が
浄
土
の
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

「
西
方
光
量
寿
浄
土
」
「
北
方
元
量
浄
土
」
の
具
体
的
な
描
写
は
な
い
。

中
巻
第
七
縁
は
、
学
僧
智
光
と
行
基
と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
説
話
で
あ

る
が
、
上
巻
三
十
縁
と
同
様
に
、
冥
界
の
建
造
物
が
登
場
す
る
。
智
光
は

自
分
の
死
を
予
言
し
、
冥
界
に
連
行
さ
れ
る
。
「
時
に
閻
羅
王
の
使
二
入

来
り
て
光
師
を
召
す
。
西
に
向
ひ
て
往
く
」
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
「
見

れ
ば
前
路
に
金
の
楼
閣
有
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
出
雲
路
氏
は
、
上
巻

第
三
十
縁
と
同
じ
く
、
善
行
者
の
住
ま
う
建
造
物
が
処
刑
所
と
隣
接
し
て

（６）

存
在
す
る
例
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
は
「
西
に
向
ひ
て
」
と
あ
る
だ
け
で
、

浄
土
思
想
は
希
薄
で
あ
る
。
出
雲
路
氏
の
挙
げ
る
中
国
説
話
は
、
浄
土
に

類
す
る
語
句
が
見
ら
れ
な
い
。
冥
界
の
善
悪
に
応
じ
て
の
収
容
場
所
が
あ
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定
め
て
知
る
、
必
ず
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
し
な
ら
む
と
い
ふ
こ
と
を
」
と

続
く
。
こ
こ
に
現
れ
る
「
向
西
端
坐
」
「
西
面
端
坐
」
と
い
っ
た
語
句
は
、

漢
籍
・
仏
典
に
お
い
て
用
例
が
少
な
い
。
管
見
で
は
、
『
広
弘
明
集
』
巻

第
二
十
七
、
誠
功
篇
、
釈
慧
遠
「
隠
士
劉
遣
民
等
に
与
ふ
る
書
」
に
「
西

（８）

面
端
坐
」
の
用
例
が
あ
る
。

ず
と
い
ふ
こ
と
莫
か
り
き
◎
大
徳
、
西
面
し
て
端
坐
し
、
応
に
卒
り
き
。

あ
り
て
、
乃
ち
光
、

る
点
に
お
い
て
は
共
通
で
あ
る
が
、
『
霊
異
記
』
で
は
浄
土
の
思
想
と
結

び
つ
い
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
つ
の
説
話
に
対
し
て
、
後
述
す
る
説
話
で
は
、
修
行
者
が
浄

土
へ
の
往
生
を
志
向
す
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
「
死
」
を
志
向
す
る
こ

と
に
な
る
。

中
巻
第
二
縁
で
は
、
信
厳
禅
師
が
行
基
に
対
し
て
、
「
大
徳
と
倶
に
死

な
む
。
必
ず
当
に
同
じ
く
西
方
に
往
生
せ
む
」
と
、
死
後
の
西
方
浄
土
へ

の
志
向
を
述
べ
、
末
尾
の
「
賛
」
に
「
心
に
安
養
の
期
を
尅
み
、
是
の
世

間
を
解
脱
せ
り
」
と
あ
る
。

下
巻
第
三
十
縁
で
は
老
僧
観
規
が
い
っ
た
ん
死
ん
で
蘇
生
し
て
、
十
一

面
観
音
像
を
作
り
、
再
び
往
生
す
る
話
で
あ
る
。
「
香
を
焼
き
西
に
向
ひ
、

便
ち
日
の
申
の
時
に
命
終
し
ぬ
」
「
没
す
る
に
臨
み
西
に
向
ひ
て
、
神
を

走
せ
異
を
示
す
」
と
い
う
表
現
で
、
観
規
の
西
方
浄
土
へ
の
往
生
が
暗
示

さ
れ
て
い
る
。
本
話
は
、
上
巻
第
二
十
二
縁
と
な
ら
ん
で
「
極
楽
浄
土
へ

（７）

の
往
生
説
話
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

上
巻
二
十
二
縁
の
道
照
の
臨
終
説
話
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
「
極

楽
浄
土
」
の
語
が
存
在
す
る
唯
一
の
例
で
あ
る
。
道
照
は
臨
終
に
臨
ん
で

「
西
に
向
ひ
て
端
坐
」
す
る
。
や
が
て
部
屋
中
に
光
が
満
ち
て
、
「
良
久
に

西
を
指
し
て
飛
び
行
き
き
。
弟
子
等
、
』、「良久に

驚
き
怪
し
び

極
菊
圃
射
詞
『
刺
制
。
巣
を
傾
け
て
同
じ
く
天
上
の
宝
堂
に
住
ま
む
と

者へり。

と
あ
る
。
ま
た
、
下
巻
第
三
十
八
縁
の
特
に
後
半
は
、
景
戒
の
自
己
陳
述

の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
、

上
品
の
一
丈
七
尺
と
は
、
浄
土
の
万
徳
の
因
果
な
り
。
一
丈
を
ば
果

数
と
す
。
円
満
な
る
が
故
に
な
り
。
七
尺
を
ぱ
因
数
と
す
。
満
た
ぬ

が
故
に
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
景
戒
が
「
噺
槐
の
心
」
を
発
し
た
後
の
夢
の
内
容
に
つ

い
て
、
解
釈
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
下
巻
の
末
尾
に
あ
る
践

文に、我
、
聞
く
所
に
従
ひ
て
口
伝
を
選
び
、
善
儒
を
億
ひ
、
霊
奇
を
録
せ

り
。
願
は
く
は
、
此
の
福
を
以
て
、
群
迷
に
施
し
、
共
に
西
湖
刎
調

以
上
三
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
西
方
浄
土
は
願
望
と
し
て
志
向

さ
れ
る
の
が
主
で
、
そ
の
内
実
は
描
写
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
撰
述
者
（
と
い
う
設
定
で
登
場
す
る
）

景
戒
が
、
自
己
の
心
境
や
感
懐
を
記
述
す
る
場
面
に
浄
土
へ
の
志
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
下
巻
序
文
に
は
、

羊
僧
景
戒
、
学
ぶ
る
所
は
未
だ
天
台
智
者
の
問
術
を
得
ず
。
悟
る
所

は
神
人
弁
者
の
答
術
を
得
ず
。
是
れ
猶
し
螺
を
以
て
海
を
酌
み
、
管

に
因
り
て
天
を
間
る
が
ご
と
し
。
伝
灯
の
良
匠
に
匪
ず
し
て
、
強
ひ

て
訂
斯
の
事
を
蜷
み
る
。
轍
を
潮
刹
に
尅
き
、
心
を
覚
路
に
奔
す
。

遠
く
前
の
非
を
槐
ぢ
、
長
に
後
の
善
を
祈
フ
。
奇
異
し
き
事
を
注
し

て
、
言
提
フ
ル
流
に
示
す
。
手
を
授
け
て
勧
め
む
と
欲
ひ
、
足
を
濡

ギ
テ
導
か
む
こ
と
を
欲
ふ
。
庶
は
く
は
、
地
を
掃
ひ
て
共
に
西
方
の

楽
国
に
生
ま
れ
む
こ
と
を

○
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と
あ
る
よ
う
に
、
「
西
方
」
へ
の
志
向
を
表
明
し
て
い
る
。
下
巻
序
文
で
は
、

「
西
方
の
極
楽
」
と
言
い
、
「
天
上
の
宝
堂
」
と
あ
り
、
具
体
的
に
浄
土
の

宮
殿
に
住
ま
い
す
る
こ
と
を
懇
願
し
て
い
る
。

文
献
の
上
で
確
認
で
き
る
浄
土
思
想
の
痕
跡
は
、
「
維
摩
詰
経
巻

下
」
の
経
典
践
語
（
天
平
勝
宝
二
年
［
七
五
○
年
］
四
月
十
五
日
）
で

あ
る
。
穂
積
老
の
追
善
の
た
め
の
践
語
と
し
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
「
西

（９）

方
浄
土
」
「
往
生
安
楽
国
」
と
あ
る
。
ま
た
、
善
珠
作
「
唯
識
義
燈
増
明

記
』
巻
一
の
冒
頭
近
く
に
「
西
方
安
楽
国
」
の
記
述
が
見
え
る
（
大
正
蔵

（旧）

六
十
五
、
三
二
七
ａ
）
。
善
珠
の
没
年
は
七
九
七
年
。
さ
ら
に
、
「
故
石
田

女
王
一
切
経
等
施
入
願
文
」
（
延
暦
十
七
年
［
七
九
八
年
］
八
月
二
十
六
日
）

（Ⅲ）

に
は
、
「
極
楽
浄
刹
」
「
速
往
生
極
楽
浄
土
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
極
楽
浄

土
」
の
早
い
例
と
し
て
あ
る
。

藤
田
宏
達
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
「
極
楽
浄
土
」
は
正
式
の
漢
訳
仏
典

に
は
な
く
、
日
本
・
奈
良
時
代
の
説
話
集
や
願
文
な
ど
の
俗
な
文
章
に

載
っ
て
い
た
語
だ
っ
た
。

阿
弥
陀
仏
の
本
願
が
成
就
し
て
実
現
し
た
世
界
は
、
一
般
に
「
極

楽
浄
土
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
た
だ
極
楽
浄
土
と
い
う
語
は
古
い

時
代
に
は
あ
ま
り
多
く
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
浄
土
三
部
経
お
よ
び

そ
の
漢
訳
異
本
に
は
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
し
、
中
国
で
は

浄
土
教
家
と
目
さ
れ
る
曇
驚
・
道
緯
・
善
導
の
主
著
に
も
見
出
さ
れ

ず
、
唐
代
以
後
の
幾
つ
か
の
文
献
に
わ
ず
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
日
本
の
浄
土
教
関
係
文
献
で
も
良
源
の
『
極
楽
浄
土
九

品
往
生
義
』
、
源
信
の
「
往
生
要
集
』
巻
下
末
、
法
然
の
『
逆
修
説
法
」

五
七
日
、
親
鴬
の
『
唯
信
紗
文
意
』
（
正
嘉
元
年
本
）
に
、
そ
れ
ぞ

れ
一
回
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
程
度
で
、
や
は
り
用
例
は
少
な
い
。
し
か

『
阿
弥
陀
経
』
に
よ
る
と
、
「
極
楽
」
は
十
万
億
か
な
た
の
西
方
世
界
に

存
在
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
「
極
楽
国
土
」
と
い
う
言
い
方
で
、

ま
た
、
舎
利
弗
よ
◎
極
楽
国
土
に
は
、
七
重
の
欄
楯
、
七
重
の
羅
網
、

七
重
の
行
樹
あ
り
、
み
な
こ
れ
四
宝
、
周
市
し
囲
僥
せ
り
。
こ
の
ゆ

え
に
か
の
国
を
、
名
づ
け
て
極
楽
と
い
う
。

ま
た
、
舎
利
弗
よ
、
極
楽
国
土
に
は
、
七
宝
の
池
あ
り
。
八
功
徳
の
水
、

し
、
他
方
「
日
本
霊
異
記
』
上
、
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
』
、
「
今
昔
物

語
集
』
巻
一
五
、
「
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
と
い
っ
た
文
献
に
は
、
と
き

ど
き
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
平
安
初
期
以
降
の
一
般
の
問
で
は
か
な

（吃）

り
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

藤
田
氏
は
、
「
唐
代
以
後
の
幾
つ
か
の
文
献
」
と
し
て
、
元
暁
・
法
聡
・

元
照
の
著
作
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
撰
述
の
真
偽
に
つ
い
て

（８）

は
、
議
論
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
正
式
の
漢
訳
仏
典
に
お
い
て

は
、
「
安
楽
国
」
「
浄
土
」
「
極
楽
」
「
極
楽
国
土
」
な
ど
は
存
在
し
て
も
、
「
極

楽
浄
土
」
は
存
在
し
な
い
、
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
「
極
楽
浄
土
」
は
、

正
統
で
は
な
い
通
俗
的
・
啓
蒙
的
な
文
章
で
の
語
彙
だ
っ
た
可
能
性
が
あ

う（》Ｏ『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
で
は
、
道
照
は
「
必
ず
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ

し
な
ら
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
極
楽
浄
土
〉
へ
の
往
生
を
確
信
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
〈
極
楽
浄
土
〉
に
到
着
し
て
快

楽
を
享
受
し
て
い
る
よ
う
な
描
写
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
古
代
日
本
の
仏

教
的
知
性
に
と
っ
て
は
、
〈
極
楽
浄
土
〉
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

三
、
極
楽
・
浄
土
と
魔
界

-７７-



特集・古代文学と場所

そ
の
中
に
充
満
せ
り
。
池
の
底
、
純
ら
も
っ
て
金
沙
を
地
に
布
け
り
。

（
池
の
）
四
辺
の
階
道
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
玻
瑛
よ
り
成
る
。
（
階
道
の
）

上
に
楼
閣
あ
り
。
ま
た
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
玻
瑠
・
碑
礫
・
赤
珠
・
（旧）

鴉
瑞
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
厳
飾
す
。
（
「
阿
弥
陀
経
」
、
一
三
六
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
「
楼
閣
」
と
い
う
建
築
物
が
出
て
く
る
。
ま
た
、

浄
土
の
様
子
は
、

そ
の
仏
の
国
土
、
自
然
の
七
宝
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
琉
珀
・

陣
礫
・
璃
瑞
、
合
成
し
て
地
と
な
し
、
恢
廓
曠
蕩
に
し
て
、
限
極
す

べ
か
ら
ず
。
（
ま
た
七
宝
）
こ
と
ご
と
く
、
雑
廊
し
、
う
た
た
入
間

す
。
光
赫
規
耀
に
し
て
、
微
妙
奇
麗
な
り
。
（
か
か
る
）
清
浄
の
荘
厳
、

十
万
の
一
切
世
界
に
超
踊
す
含
無
量
寿
経
』
、
一
六
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
絶
域
で
あ
り
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
あ
る
。

浄
土
世
界
の
建
築
物
・
建
造
物
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
て
み
る
と
、

ま
た
、
講
堂
・
精
舎
・
宮
殿
・
楼
観
、
み
な
七
宝
を
も
っ
て
荘
厳

し
、
自
然
の
化
成
な
り
。
ま
た
、
真
珠
・
明
月
摩
尼
の
衆
宝
を
も
っ

て
、
交
露
と
な
し
、
そ
の
（
堂
舎
の
）
上
に
覆
蓋
す
。
（
『
無
量
寿
経
』
、

一七八頁）

な
ど
と
あ
り
、
豪
華
な
建
造
物
が
あ
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
建
造
物
の

描
写
に
つ
い
て
は
、
「
無
量
寿
国
、
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
天
・
人
の
、
（
略
）

居
る
所
の
舎
宅
・
宮
殿
・
楼
閣
、
（
か
れ
ら
の
）
そ
の
形
色
に
か
な
い
て

高
下
・
大
小
あ
り
」
（
「
無
量
寿
経
』
一
八
三
頁
）
、
「
宮
殿
・
楼
観
・
池
流
・

華
樹
」
二
無
量
寿
経
』
一
六
○
頁
）
が
あ
る
と
い
う
語
を
見
る
。
「
五
百
億

の
宝
楼
閣
あ
り
」
合
観
無
量
寿
経
』
五
五
頁
）
な
ど
、
絢
燗
た
る
記
述
が

あ
る
が
、
こ
の
世
界
の
対
極
に
は
、
「
魔
界
」
「
魔
の
宮
殿
」
の
世
界
が
あ

る
。
『
無
量
寿
経
』
に
は
、

（
こ
の
仏
の
）
光
明
、
あ
ま
ね
く
無
量
の
仏
土
を
照
ら
し
、
一
切
の

世
界
、
（
た
め
に
）
六
種
震
動
す
。
（
こ
れ
）
す
べ
て
魔
界
を
摂
し
て
、

魔
の
宮
殿
を
動
か
さ
ん
が
た
め
な
り
。
も
ろ
も
ろ
の
魔
、
摺
怖
し
て
、

帰
伏
せ
ざ
る
は
な
し
。
邪
網
を
掴
裂
し
、
諸
見
を
消
滅
し
、
も
ろ
も

ろ
の
塵
労
を
散
じ
、
も
ろ
も
ろ
の
欲
麺
を
壊
ち
て
、
法
城
を
厳
護
す
。

法
門
を
開
閏
し
て
、
（
世
の
）
垢
汚
を
洗
濯
し
、
清
白
を
顕
明
す
。
（
『
無

量
寿
経
』
、
一
四
二
頁
）

と
い
う
よ
う
な
、
「
魔
」
の
世
界
、
「
魔
の
宮
殿
」
を
破
壊
し
て
、
「
法
城
」

を
守
護
し
て
無
量
の
仏
国
土
を
樹
立
す
る
の
だ
、
と
い
う
思
想
が
見
て
と

れる。奈
良
時
代
の
学
僧
・
智
光
の
著
作
と
し
て
『
無
量
寿
経
論
釈
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
現
在
で
は
散
逸
し
た
が
、
恵
谷
隆
戒
氏
の
供
文
集
成
に
よ
り
、
あ

（脚）

る
程
度
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
智
光
の
「
無
量
寿
経
論
釈
」
は
、
曇

驚
の
著
作
『
無
量
寿
経
優
波
提
舎
願
生
偶
註
』
（
大
正
蔵
四
十
）
に
注
を

施
し
た
も
の
。
そ
の
著
作
は
世
親
作
・
菩
提
流
支
訳
の
『
無
量
寿
経
優
波

提
舎
』
（
大
正
蔵
二
十
六
）
の
注
釈
で
あ
る
。

仮
使
天
魔
及
諸
毒
龍
。
趣
兜
率
天
。
壊
乱
菩
薩
。
在
菩
薩
威
力
。
故

魔
軍
退
散
。
衆
悪
悉
滅
。
宮
殿
随
其
身
。
而
作
仏
事
。
（
註
記
四
、

剛
補
八
、
私
集
紗
五
）

こ
の
よ
う
に
、
極
楽
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
、
「
地
獄
」
と
は
別
に
「
魔
」

「
魔
界
」
「
天
魔
」
の
世
界
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
「
魔
」
と
の
対
時
が
「
浄

土
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

浄
土
経
典
に
お
け
る
「
魔
」
の
認
識
は
、
例
え
ば
階
（
浄
影
寺
）
の
慧

遠
撰
述
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
あ
る
。
そ
れ
は
「
怖
魔
」
に
つ
い
て
の

記
述
で
、
「
魔
云
何
怖
」
と
問
い
、
「
又
權
其
人
多
化
衆
生
。
同
出
生
死
。

-７８-



冥界の王宮

仏
典
世
界
に
お
け
る
〈
浄
土
〉
は
、
現
実
的
に
行
け
る
と
こ
ろ
で
は
な

く
、
死
に
よ
る
〈
命
が
け
の
飛
躍
〉
に
よ
っ
て
の
み
た
ど
り
着
け
る
絶
域

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
建
立
し
て
い
る
（
仏
の
住
ま
い
す
る
）
「
宮
殿
」

「
楼
閣
」
な
ど
の
建
築
物
は
、
「
自
然
」
に
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
理
想
の

建
築
物
と
な
る
。
こ
れ
は
く
ト
ポ
ス
と
し
て
の
建
築
物
〉
と
も
言
え
よ
う
。

そ
れ
が
現
実
的
に
は
、
地
上
の
浄
土
に
見
立
て
て
〈
王
〉
な
ど
が
居
住
す

る
宮
殿
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
現
世
と

冥
界
に
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
周
知
の
通
り
、
絵
画
作
品
に
は
〈
極
楽
浄
土
〉
が
可
視
化
さ
れ
て
い

る
。
「
当
麻
曼
茶
羅
」
「
智
光
曼
茶
羅
」
「
伝
清
海
曼
茶
羅
」
の
三
つ
は
「
浄

（旧）

土
三
曼
茶
羅
」
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
は
、
宮
殿
・
楼
閣
と
思
わ
れ
る
も

の
が
描
か
れ
て
い
る
・
そ
こ
に
は
、
仏
典
の
絵
画
化
と
い
う
作
業
と
相
ま
っ

て
、
図
像
そ
れ
自
体
が
持
つ
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く

（旧）
な
い
。
中
国
（
な
い
し
は
古
代
日
本
）
の
様
式
で
建
築
物
が
描
か
れ
て
い

（Ⅳ）

る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。

空
其
境
界
。
故
生
恐
怖
」
（
大
正
蔵
三
十
七
、
九
三
Ｃ
）
と
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
衆
生
が
教
化
に
よ
り
暗
い
魔
の
世
界
か
ら
脱
す
る
こ
と
を
「
怖
魔
」

（
Ⅱ
比
丘
）
と
称
し
て
い
る
。

思
う
に
、
「
日
本
霊
異
記
」
で
は
「
地
獄
」
は
描
写
で
き
て
も
、
「
魔
界
」

は
描
写
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
含
霊
異
記
』
に
お
け
る
「
魔
」

の
用
例
は
前
述
し
た
下
巻
三
十
五
縁
の
「
淡
魔
国
」
の
み
）
。
こ
れ
は
、
「
魔

界
」
と
対
の
存
在
で
あ
る
「
極
楽
」
「
浄
土
」
が
説
話
上
で
は
具
体
的
に

描
写
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
お
わ
り
に

注
（
１
）
中
国
仏
教
説
話
集
に
お
け
る
冥
界
と
そ
の
建
造
物
に
つ
い
て
は
、

藤
本
誠
「
冒
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
冥
界
説
話
の
構
造
と
特
質
ｌ

六
朝
階
唐
期
の
仏
教
説
話
集
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
水
門
」

第
二
十
一
号
、
二
○
○
九
年
四
月
）
が
論
じ
て
い
る
。

（
２
）
石
田
瑞
麿
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
。

（
３
）
中
村
元
ほ
か
編
蚕
石
波
仏
教
辞
典
第
二
版
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
二
年
）

（
４
）
テ
キ
ス
ト
は
中
田
祝
夫
校
注
『
日
本
霊
異
記
』
（
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
。
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
じ
。

（
５
）
興
福
寺
本
訓
釈
に
「
衡
知
万
太
」
と
あ
る
。

（
６
）
出
雲
路
修
校
注
『
日
本
霊
異
記
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
。

（
７
）
（
６
）
前
掲
書
。
多
田
一
臣
氏
も
同
様
の
見
解
会
日
本
霊
異
記
」
下
、

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
）
。

（
８
）
拙
稿
弓
日
本
霊
異
記
」
に
お
け
る
個
人
の
救
済
ｌ
道
照
法
師

説
話
を
例
と
し
て
ｌ
」
（
大
東
文
化
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」
第

四
十
九
号
、
二
○
一
○
年
二
月
刊
行
予
定
）
参
照
。

（
９
）
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
」
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
二
年
）

六二一頁。

（
皿
）
渡
部
亮
一
「
奇
事
の
配
置
１
百
本
霊
異
記
」
を
書
く
と
い
う
実

践
ｌ
」
（
「
古
代
文
学
」
第
四
十
三
号
、
二
○
○
四
年
三
月
）
。

（
ｕ
）
『
大
日
本
古
文
書
」
家
わ
け
第
十
八
、
東
大
寺
文
書
之
三
、
東
南

院
文
書
之
三
、
四
一
頁
。

（
胆
）
藤
田
宏
達
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
七
年
）
。

（
旧
）
浄
土
三
部
経
の
引
用
は
、
中
村
元
ほ
か
訳
註
『
浄
土
三
部
経
」
上

下
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
○
年
改
訳
版
）
か
ら
。
以
下
、
ペ
ー
ジ
数

は
こ
れ
に
よ
る
。

-７９-
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（
Ⅲ
）
恵
谷
隆
戒
「
智
光
の
無
量
寿
経
論
釈
の
復
元
に
つ
い
て
」
（
「
仏
教

大
学
研
究
紀
要
」
第
三
十
四
号
、
一
九
五
八
年
三
月
）
。

（
垣
「
浄
土
宗
大
辞
典
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
六
年
）
。

（
焔
）
妹
尾
達
彦
氏
は
、
福
永
光
司
・
砂
山
稔
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、

唐
・
長
安
の
宮
殿
は
、
道
教
の
経
説
に
基
づ
き
、
天
上
の
神
仙
界
を

地
上
に
投
影
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

道
教
の
経
説
に
基
づ
く
宮
殿
配
置
が
、
仏
教
の
浄
土
世
界
に
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
長
安
の
都
市
計
画
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
拙
稿
弓
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
個
人
の
救
済
ｌ
道

照
法
師
説
話
を
例
と
し
て
ｌ
」
（
大
東
文
化
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」

第
四
十
九
号
、
二
○
一
○
年
二
月
刊
行
予
定
）
の
内
容
と
一
部
重
複

い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
Ⅳ
）
説
話
文
学
会
大
会
・
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
建
築
と
説
話
ｌ
身

体
・
建
立
・
信
仰
ｌ
」
（
二
○
○
九
年
六
月
二
十
日
、
於
奈
良
女
子

大
学
）
で
の
報
告
と
議
論
（
パ
ネ
ラ
ー
／
豊
島
義
幸
・
小
川
豊
生
・

藤
田
盟
児
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
／
山
岸
常
人
・
黒
田
龍
二
、
司
会
／

千
本
英
史
）
は
、
本
稿
で
は
十
分
に
生
か
し
切
れ
な
か
っ
た
が
参
考

になった。

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一

エ
、
二
○
○
一
年
）
参
照
。
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